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その② 比較結果をPDFファイルで出力
誰でも容易に変更箇所を
確認できます。
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比 較

その① ２つのファイルの比較
2つのファイルを比較し
異なる箇所を検出します。
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出力パターン１ 出力パターン２

異なる箇所と一致する箇所で
色分けして表示します。

比較したファイルに対して
変更した箇所にマーキングします。
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変更後

その③  一致･不一致の一覧表を出力
変更されたページを容易に
確認できます。
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Ａ社における（平成 18度）の個人情報データの取扱い件数の傾向

平成 18年度中に、Ａ社の各部門にて取り扱った個人情報データの件数に関して、その概要を報
告する。また、各部門におけるここ数年の個人情報データの取扱い件数の推移の分析を実施し、そ
の傾向を報告する。 
 
１．個人情報データの取扱い件数の推移について 
平成 18年度の 1年間にＡ社で取り扱った個人情報データの件数は全部門で 360件となり、平成

17年度の 315件に比較して、約 15%増加している。これに対し平成 17年度までの取扱い件数は、
ほぼ 300件前後の推移を繰り返している。 
 
又、各部門別のここ 3年間の個人情報データの取扱い件数について、受注先より取扱注意の指定

を受けたものを注意案件として以下に示す。注意案件については、平成 18 年度は 178 件となり、
平成 17年度の 157件に比較して 21件の増加となる。 

 
 

表―１ 各部門の個人情報データの取扱い件数（平成 16～18年度） 

営業部 開発部 コンサル部 
年度 

取扱い件数 注意案件 取扱い件数 注意案件 取扱い件数 注意案件 

18年度 190件 55件 122件 80件 48件 43件 

17年度 175件 50件 99件 70件 41件 37件 

16年度 186件 55件 105件 74件 40件 38件 

 
表―2 年度別の個人情報データの取扱い件数（平成 10～18年度） 

年度 10 11 12 13 14 15 16 17 18 

総件数 305 311 277 289 312 320 331 315 360 

累計 305 616 893 1182 1494 1814 2145 2460 2820 

 

Ａ社における（平成 19年度）の個人情報データの取扱い件数の傾向と注意点

平成 19年度中に、Ａ社の各部門にて取り扱った個人情報データの件数に関して、その概要を報
告する。また、各部門におけるここ数年の個人情報データの取扱い件数の推移の分析を実施し、そ
の傾向と注意点を取りまとめたので報告する。 
 
１．個人情報データの取扱い件数の推移について 
平成 19年度の 1年間にＡ社で取り扱った個人情報データの件数は全部門で 455件となり、平成

18年度の 360件に比較して、約 26%程度増加している。これに対し平成 18年度までの取扱い件数
は、平成 18年度に若干の増加傾向はあるもののほぼ 300件前後の推移を繰り返している。 
又、各部門別のここ 3年間の個人情報データの取扱い件数について、受注先より取扱注意の指定

を受けたものを注意案件として以下に示す。注意案件については、平成 19年度は 277件となり、 
平成 18年度の 178件に比較して 99件の増加となり、取扱い件数の増加分（455件と 360件の差分
95件）とほぼ一致している。 
以上の点から、平成 19 年度の取扱い件数の増加は平成 18 年度 10 月に取得したプライバシーマ

ークの受注効果の影響によるものと考えられる。 
 

表―１ 各部門の個人情報データの取扱い件数（平成 17～19年度） 

営業部 開発部 コンサル部 
年度 

取扱い件数 注意案件 取扱い件数 注意案件 取扱い件数 注意案件 

19年度 253件 112件 147件 120件 55件 45件 

18年度 190件 55件 122件 80件 48件 43件 

17年度 175件 50件 99件 70件 41件 3件 

 
表―2 年度別の個人情報データの取扱い件数（平成 10～19年度） 

年度 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 

総件数 305 311 277 289 312 320 331 315 360 455 

累計 305 616 893 1182 1494 1814 2145 2460 2820 3275 
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株式会社エヌ・ティ・ティ・データ

東京都江東区豊洲3-3-3 豊洲センタービル

61,369名（連結／2013年3月31日現在）

システムインテグレーション事業 

ネットワークシステムサービス事業
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金融機関向け基幹系サービス BeSTAcloud での帳票等の出力

結果確認テストにおいて、        のドキュメント比較ソリューションが

採用されました。

一致部分と相違部分を色分けして

PDF ファイルへ表示

人にやさしく省力化を推進「 」



「BeSTAcloud」は「地銀共同センター」他で実績のある「次世代標準
バンキング・アプリケーション：BeSTA®（ベスタ）」を適用する新たな
スキームで、金融機関毎に個別のサービス提供を行います。

        の比較技術は「地銀共同センター」においてテストの省力化に大幅な
効果がありました。
このため、今回「BeSTAcloud」においても、同様な効果が期待できるとして、
        の PDF 比較ソリューションが採用されることになりました。

多くの官公庁、金融機関、製造業において、以下のようなことに
利用されています。

OS 変更時に、旧環境と新環境の出力結果に差異が無いかの確認を行う。

数千ページに渡る帳票出力確認テストにおいて、目視確認では
「人間系のミス」「大幅な工数」「証跡が残らない」という問題がある。
この問題をすべて解決する。

システムで使用するアプリケーションのバージョンアップを行ったことで、
帳票、一覧表、図面などの出力結果が想定外になっていないかを比較。
PDF 自動変換製品（PDF オートコンバータ EX）との連携により、
Office ファイルの比較も可能。

          比較ソリューションとは          比較ソリューションとは

今回採用の理由今回採用の理由

BeSTAcloud とはBeSTAcloud とは

システムの細かい改修時に、ファイル差替えミスなどの想定外のバグ・
ミスを起こすことで、大きな損害を発生させないよう、保険的な意味で
出力確認のテストを行う。

運用イメージ運用イメージ

旧システム旧システム 新システム新システム

・システム改修・システム改修
・顧客追加
　等の変更
・顧客追加
　等の変更

比較結果証跡を PDF ファイルで
保存が可能！

出力結果に想定外の差分が無いかを自動比較で確認！

旧システム
出力ドキュメント
旧システム
出力ドキュメント

新システム
出力ドキュメント
新システム
出力ドキュメント
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